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大 学 院 学 生
含む

含まない

ウェブサイト等
(一社) おらが大槌夢広場　http://www.oraga-otsuchi.jp
大気海洋研究所大槌沿岸センター　http://www.icrc.aori.u-tokyo.ac.jp

奨励金額 活動後に算出
計 40,200

参加するための

費用※

内　訳（1名当たり） その他※特記事項は以下に記載

交通費 35,000
交通費は東京駅-大槌間の目安、宿泊費(1400/day)は大槌沿岸センター宿舎
(個室、食事なし)の場合。近隣の民間宿泊施設は2食付き7-8000円程度。

宿泊費 4,200

リネン代 1,000

目 的 東日本大震災の記憶や経験、教訓を未来へ繋ぐとともに、被災地復興の一翼を担う。

具体的な内容
（８００字程度）

　2011年11月に発足した「一般社団法人　おらが大槌夢広場」は、東日本大震災により壊滅的な被害を受
けた岩手県大槌町において、町民・専門家を含めた幅広い知識と行動力を結集し、被災者の生活再建に寄
与する事を目的に設立されました。現在では、震災復興の先にある未来を見据え、「町を育てる人を育てる」
ための事業も展開しています。一方、大槌町には1973年に設置された東京大学大気海洋研究所の附属施
設「大槌沿岸センター」があり、震災直後より同じ被災者として復興に向けた連携を続けています。今回の
体験プログラムでは、2011年3月11日に何が起きたのかを知り、あなたならどうするかを考えることで、被災
を自分ごととして受け止め、自身の思いや行動を見つめ直すため、私たちの提供する「語り部ツアー」およ
び「震災疑似体験プログラム」に参加して頂きます。また、震災から10年以上が経過した現在、震災前には
様々な用途で利用されていた土地が未利用のまま取り残されるなど、被災地には多くの課題が山積してい
ます。こうした跡地の利活用などについて、東京大学の学生としての立場から、高校生を中心とした地域の
若者たちによるワークショップなどに参加して頂きます。

備 考

参 加 資 格 等 震災伝承および被災地振興に関心を有する学部学生、大学院学生

活 動 期 間
2023/8/1（火） 2023/8/10（木）

主な活動予定場所 岩手県大槌町
うち4日間

活 動 方 法
オンラインを活用しつつ現地活動を行う

オンラインのみで活動を行う

活 動 区 分

ボランティアなどの社会貢献活動

選 考 方 法

先着順

国際交流体験活動 書類審査

就労体験活動 面接

農林水産業・地域体験活動

募 集 人 数 5 人フィールドワーク体験活動

研究室体験活動

最 終 更 新 日 ： 2023 年 4 月 7 日

活 動 名 称
(40 字 以 内 )

未来へつなぐ震災伝承

団 体 名 等
一般社団法人　おらが大槌夢広場

東京大学大気海洋研究所


